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は
じ
め
に

本
資
料
は
、
松
本
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
石
井
鶴
三
（
一
八
八
七
―

一
九
七
三
）
の
昭
和
二
六
年
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
、木
彫
藤
村
先
生
像
（
第

二
作
目
）
の
制
作
記
録
が
確
認
で
き
る
一
冊
（
図
一
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。左
開
き
、二
十
枚
の
薄
手
の
画
用
紙
か
ら
な
る
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の

冒
頭
二
頁
（
図
二
・
図
三
）
に
制
作
の
日
誌
、
続
く
二
頁
（
図
四
・
図
五
）
に

は
、制
作
二
日
目
の
木
彫
の
木
取
り
ス
ケ
ッ
チ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、

冒
頭
二
頁
に
つ
い
て
は
、
制
作
記
録
と
は
直
接
関
係
の
な
い
メ
モ
書
き
（
電
車

の
時
刻
な
ど
を
書
き
留
め
た
も
の
か
）
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
併
せ
て
翻
刻

し
た
。

【
書
誌
】

底
本　

松
本
市
立
美
術
館
所
蔵
、
石
井
鶴
三
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》。
一
冊
。

　
　
　

縦
一
四·

三
×
横
二
〇·

五
（
㎝
）。

年
代　

昭
和
二
六
年
。

行
数　

不
規
則
。

備
考　

翻
刻
箇
所
は
ス
ケ
ッ
チ
も
含
め
て
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
一
頁
か
ら
四

頁
。
昭
和
二
六
年
七
月
二
〇
日
か
ら
昭
和
二
六
年
七
月
二
三
日
ま
で

の
記
録
。

【
凡
例
】

一
、
漢
字
の
旧
字
体
や
略
字
、
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改

め
た
。

一
、
底
本
の
仮
名
遣
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
読
み
易
く
す
る
た
め
に
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

一
、
本
文
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
た
。

一
、
判
読
不
能
箇
所
は
、
文
字
数
分
の
□
で
示
し
た

　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
一
頁
目

廿
日　

□
□
□
□
□
木
合
し
て
来
る
。

木
取
難
行
。
来
客
あ
り
て
心
乱
さ
れ
た
る
に
て
も
あ
る
如
し
。
疲
労
甚
し
。

朝
、
中
西
先
生
木
取
写
真

廿
一
日
の
一
時
陽
さ
す
。
連
日
睡
不
足
に
て
疲
労
感
あ
る
に
よ
り
、今
朝
は（
五

時
一
度
め
ざ
め
た
れ
ど
再
ね
む
り
）
八
時
近
く
起
き
出
づ
。
千
村
氏
は
七
時

の
汽
車
に
て
帰
ら
れ
た
り
。
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木
取
細
部
に
進
行
す
。
概
ね
形
態
成
て
来
り
。

四
時
、
中
西
先
生
写
真
撮
影
。
浄
親
寺
和
尚
帰
院
、
対
面
。
ま
も
な
く
薮
原

帰
ら
る
。

六
時
過
ぎ
に

六
、四
四
分
発
十
分
遅
れ
て
宮
の
越
に
来
た
り
。
駅
に
て
長
谷
川
重
松
氏
に
会

ふ
。

こ
の
汽
車
に
て
帰
り
来
ら
れ
た
る
な
り
。
同
道
、
和
村
に
と
ま
る
。
疲
労
感

深
く
、
伊
那
よ
り
新
に
造
せ
ら
れ
ん
と
す
る
一
間
の
構
造
に
つ
き
話
し
合
ふ
。

廿
二
日
三
時
に
め
さ
む
。
も
う
少
し
ね
む
ら
ん
と
す
れ
ど
、ね
む
れ
ず
。
鮎
川
、

白
田
二
人
尋
ね
来
て

く
も
り
な
り
。
さ
れ
ど
う
す
ひ
さ
し
来
る
。
七
時　
　
　

く
ま
か
た
を

一
〇
、一
八
宮
越
発
奈
良
井
に
か
へ
り
、
車
中
陶
山
氏
は
奈
良
井
に
ゆ
く
と
こ

ろ
な
る
を
、
大
和
、
渋
谷
、
江
崎
氏
来
て
待
ち
居
り
。
十
二
時
過
、
長
野
よ

り
両
田
原
氏
来
る
。

鈴
木
先
生
、
田
中
校
長
、
な
ほ
一
人
大
勢
集
り
研
究
会
。

一
九
一
五
、
長
野
連
、
諏
訪
松
本
方
面
の
人
々
帰
る
。
連
日
睡
不
足
に
て
、
仕

事
を
つ
め
、
疲
労
し
ゐ
た
り
し
が
、
今
日
は
一
日
木
取
り
よ
り
は
な
れ
、
却

っ
て
疲
れ
や
す
ま
り
し
如
し
。
常
は
人
疲
れ
す
る
と
こ
ろ
な
れ
ど
。

夜
、
大
夕
立
来
る
。
陶
山
氏
奈
良
井

日
中
快
晴
な
り
し
が
、
夕
か
ら
曇
り
来
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日　
　
　
　
　
　
　

  

日

　

1240
→
1301　
　
　

⓰
⓱
⓲
⓳
⓴
㉑
㉒
㉓
㉔
　
㉕
㉖
　
　
㉗
㉘
㉙
㉚
㉛	

	

	

10.18
→
10.39
→
奈　

17 ︳53 

1915
→
長
野
2247　
　

１
２
３
４
５　

武
田

　

1844
奈　

1903
宮　

長
野
よ
り
奈
良
井
着　
　
　
　
　

上　

伊
那
郷
伊
那
町

　
　
　
　
　
　
　

十
二
時
廿
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
重
松
氏

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
会
四
時
ま
で

　
　
　

薬
師　

歩　

五
六
分　

ふ
堂
横
の

廿
三
日　

十
四
卅
五
分
奈
良
井
発
十
五
時
四
分
福
島

　
　
　
　

２
、 

３
分　
　
　
　
　

３
、 

０
４

　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
二
頁
目　

廿
三
日
晴　

鈴
木
先
生
親
戚
不
幸
あ
り
て
、
あ
さ
ひ
村
に
ゆ
か
れ
た
り
と
。

朝
起
き
て
木
取
り
こ
と
案
じ
、
今
日
き
る
べ
き
と
こ
ろ
概
略
考
へ
成
り
、
ね

ど
こ
た
ゝ
み
た
る
と
こ
ろ
、
草
家
人
、
陶
山
氏
と
来
り
、
け
さ
は
め
づ
ら
し

く
朝
ね
せ
し
よ
と
い
ふ
。

ひ
ざ
の
上
左
袖
の
前
、
両
肩
の
う
し
ろ
な
ど
お
と
し
、
頭
部
顔
面
の
こ
ま
か

な
る
と
こ
ろ
を
き
り
、
概
略
か
た
ち
と
ゝ
の
ひ
た
り
。
十
二
時
の
汽
車
に
て
、

中
西
氏
、
島
崎
、
楠
森
氏
来
ら
れ
た
り
。
二
時
の
汽
車
に
て
福
島
へ
ゆ
く
よ

て
い
な
り
し
が
、
そ
れ
ま
で
に
写
真
撮
影
少
し
く
む
つ
か
し
き
や
う
な
る
と
、

い
ま
少
し
に
て
、
木
取
り
の
方
も
碗
形
と
ゝ
の
ふ
り
け
れ
ば
、
次
の
五
時
の

汽
車
に
の
ば
す
こ
と
ゝ
す
。

中
西
氏
、
福
島
方
へ
れ
ん
ら
く
さ
れ
、
四
時
よ
り
写
真
に
か
ゝ
り
、
四
時

四
十
五
分
出
て
、
五
時
発
福
島
へ
ゆ
く
。

福
島
町
は
水
無
神
社
祭
と
御
岳
神
社
千
二
百
年
大
□
奉
と
に
て
、
賑
へ
り
。
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た
か
て
る
ひ
め

（
こ
の
仏
像　

廿
六
年
九
月
五
日
拝
観
し
た
り
。
よ
き
作
に
あ
ら
ず
。
弘
仁
勘

作
と
い
ふ
も
い
か
ゞ
に
や
。
或
は
後
世
の
擬
古
作
に
あ
ら
ざ
る
な
き
や
。
こ
と

う
た
が
ふ
）

福
島
町　

願
行
寺　

弘
仁
勘
作
薬
師
仏
あ
り
と
。
但
し
昔
よ
り
木
曽
に
伝
は
れ

る
も
の
に
あ
ら
ず
。
近
く
気
良
よ
り
将
来
せ
る
も
の
と
い
ふ
。

【
筆
者
注　

木
曽
願
行
寺　

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
福
島
】

【
図
版
】

　

図
一　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
表
紙
》　

昭
和
二
六
年

　
　
　

画
像
：
筆
者
撮
影

図
二　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
一
頁
目
（
翻
刻
一
枚
目
）　

昭
和
二
六
年　

　
　
　

画
像
：
松
本
市
美
術
館
蔵
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図
三　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
二
頁
目
（
翻
刻
二
枚
目
）　

昭
和
二
六
年　

　
　
　

画
像
：
松
本
市
美
術
館
蔵

図
四　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
三
頁
目　

昭
和
二
六
年
七
月
二
一
日
の
木
取
り

　
　
　

画
像
：
松
本
市
美
術
館
蔵
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藤
村
像
制
作
事
業
と
本
資
料
に
つ
い
て

昭
和
二
四
年
八
月
二
一
日
に
始
ま
る
、
信
州
木
曽
福
島
に
お
け
る
藤
村
像
制

作
事
業
は
、「
木
曽
の
檜
で
木
曽
の
地
で
藤
村
先
生
の
像
を
石
井
鶴
三
先
生
に

作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
」

（
一
） 

と
い
う
木
曽
教
育
会
の
人
々
の
願
い
に
支
え
ら
れ
、

数
年
に
及
ん
で
二
体
の
木
彫
藤
村
先
生
像
が
成
る
と
い
う
一
大
文
化
事
業
で

あ
っ
た
。
二
体
の
木
彫
藤
村
像
の
う
ち
、第
一
作
目
は
木
曽
教
育
会
の
郷
土
館
、

第
二
作
目
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
木

彫
制
作
で
活
用
さ
れ
た
第
一
作
目
、
第
二
作
目
そ
れ
ぞ
れ
の
石
膏
原
型
も
、
第

一
作
目
分
《
藤
村
先
生
像
試
作
》
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に
、
第
二
作

目
分
は
木
曽
教
育
会
の
郷
土
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
村
像
制
作
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
東
京
藝
術
大
学
石
井
研
究
室
の
助

教
授
を
務
め
て
い
た
笹
村
草
家
人
（
一
〇
九
〇
―
一
九
七
五
）
の
言
説
に
詳
し

く
あ
る
よ
う
に
、「
真
に
近
代
的
な
造
型
を
は
っ
き
り
と
方
法
上
に
示
し
て
い

る
」

（
二
） 

と
い
う
木
彫
の
制
作
手
法
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
一
箇
の
木
材
を
ず
ば
り
ず

ば
り
と
切
っ
て
落
と
し
て
物
を
つ
く
る
」

（
三
）

木
彫
木
取
り
法
の
正
統
性
を
も
っ
て

「
木
彫
に
近
代
芸
術
の
活
路
を
確
立
せ
ん
と
す
る
特
別
な
意
味
を
」

（
四
）

開
示
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
日
本
木
彫
史
上
の
重
要
性
を
確
信
し
た
笹
村
は
、
そ
の

鋸
で
切
り
落
と
さ
れ
た
木
片
す
べ
て
に
日
付
と
部
位
を
付
し
、
ま
た
、
藤
村
像

の
造
像
経
緯
に
関
す
る
言
説
を
多
く
残
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
木
彫
藤
村
像
の
関
連
史
料
は
、
制
作
工
程
の

写
真

（
五
）

を
除
け
ば
、
木
彫
第
一
作
目
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
々
の
制

作
の
記
録
と
し
て
、
石
井
の
「
島
崎
藤
村
先
生
像
刻
木
日
記
」、
笹
村
の
「
藤
村

先
生
木
像
制
作
覚
書
」
が
木
曽
教
育
会
郷
土
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）

木
彫
第
二

作
目
に
関
す
る
同
形
式
の
独
立
し
た
制
作
記
録
は
未
だ
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
本
資
料
が
公
刊
さ
れ
た
初
め
て
の
第
二
作
目
関
連
の
制

図
五　
《
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
》
四
頁
目　

昭
和
二
六
年
七
月
二
一
日
の
木
取
り　

　
　
　

画
像
：
松
本
市
美
術
館
蔵
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作
記
録
と
言
え
る
。

木
彫
藤
村
像
の
近
代
性
は
木
取
り
の
斬
新
さ
に
あ
り
、
右
の
制
作
記
録
類
も

そ
の
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
作
目
に
は
制
作
記

録
と
と
も
に
残
さ
れ
た
木
片
が
、
第
二
作
目
に
関
し
て
は
、
そ
の
存
在
自
体
が

定
か
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
二
五
年
八
月
二
七
日
に
、
第
二
作
目

の
木
片
が
、木
曽
教
育
会
職
員
お
よ
び
福
江
に
よ
っ
て
郷
土
館
中
に
発
見
さ
れ
、

そ
の
木
片
に
付
さ
れ
た
記
録
内
容
か
ら
、
木
取
り
の
工
程
期
間
が
昭
和
二
六
年

七
月
一
九
日
か
ら
七
月
二
三
日
で
あ
る
こ
と
が
特
定
さ
れ
た
。
底
本
か
ら
読
み

取
れ
る
日
付
は
二
十
日
か
ら
二
三
日
ま
で
で
あ
り
、
底
本
の
記
録
が
木
取
り
初

日
の
一
九
日
を
除
く
一
連
の
制
作
工
程
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
木

片
と
の
照
合
で
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
石
井
に
は
七
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
ら

れ
た
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
然
、
木
取
り
の
制
作
期
間
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
木
彫
第
二
作
目
の
制
作
初
年
度
が
昭
和
二
六
年
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
、
第
一
作
目
と
並
行
す
る
よ
う
に
着
手
さ
れ
た
こ
と
は
以
前
よ
り

知
ら
れ
て
い
た
。
第
二
作
目
の
木
取
り
に
関
す
る
記
述
も
、
石
井
の
日
記
中
に

確
認
で
き
る
。

（
七
）

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
底
本
の
翻
刻
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
時
点
で
判

明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
日
記
の
記
述
内
容
は
、
そ
の
文
面
も
含
め
、
底
本
の

も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
（
木
曽
教
育
会
寺
嶋
匡
彦
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
）。

つ
ま
り
、
底
本
は
第
二
作
目
の
制
作
記
録
で
あ
り
同
時
に
、
日
記
の
構
想
原
稿

で
も
あ
っ
た
事
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
石
井
の
日
記
に
関
す
る
新
し
い
理
解

を
も
た
ら
す
事
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

底
本
と
な
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
は
、
平
成
二
一
年
に
石
井
鶴
三
の
法
定

相
続
代
理
人
の
岩
部
定
男
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
絵

画
、
彫
刻
、
そ
の
他
の
石
井
作
品
及
び
画
稿
、
冊
子
類
な
ど
、
総
数
に
し
て

二
〇
六
一
二
点
と
い
う
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
八
）

そ
の
う
ち
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
の
数
一
二
〇
六
点
。
底
本
と
同
じ
昭
和
二
六
年
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
は
二
四
冊
あ
り
、
石
井
の
巨
人
と
も
言
え
る
仕
事
量
を
窺
わ
せ
る
。

底
本
の
翻
刻
箇
所
は
す
べ
て
鉛
筆
で
書
き
こ
ま
れ
た
も
の
で
、
用
紙
が
擦
れ

て
劣
化
し
、
判
別
の
つ
か
な
い
文
字
が
散
見
さ
れ
た
。
判
読
不
能
の
箇
所
は
□

で
残
し
て
あ
る
が
、
松
本
市
立
美
術
館
、
木
曽
教
育
会
の
関
係
者
の
協
力
も
仰

ぎ
な
が
ら
、
人
名
や
彫
刻
の
技
法
な
ど
を
手
掛
か
り
に
し
つ
つ
可
能
な
限
り
文

字
を
あ
て
は
め
た
。
な
お
、
翻
刻
は
国
文
学
研
究
室
の
雲
岡
が
担
当
し
た
。

　
　
　
注

（
一
）
中
西
悦
男
「
島
崎
藤
村
先
生
木
彫
像
」、『
木
曽
教
育
』
第
四
二
号
、
木
曽
教
育
会
、

昭
和
四
九
年
、
一
二
一
頁
。

（
二
）
笹
村
草
家
人
「
木
曾
と
石
井
鶴
三
先
生
」、
前
傾
『
木
曽
教
育
』、
一
一
三
頁
。

（
三
）
前
掲
笹
村
、
一
一
四
頁
。

（
四
）
笹
村
草
家
人
「
藤
村
先
生
の
木
像
に
つ
い
て
」、
前
傾
『
木
曽
教
育
』、
一
一
〇
頁
。

（
五
）
二
体
の
木
彫
藤
村
像
の
制
作
過
程
は
、
翻
刻
本
文
中
に
「
中
西
先
生
」
と
し
て
記

録
さ
れ
て
い
る
中
西
悦
夫（
木
曽
教
育
会
会
員
）に
よ
っ
て
写
真
撮
影
さ
れ
た
。
全

写
真
の
原
板
は
木
曽
教
育
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）
木
彫
第
一
作
の
制
作
日
誌
と
も
言
え
る
石
井
鶴
三
及
び
笹
村
草
家
人
の
直
筆
史
料

は
、と
も
に
和
綴
本
の
状
態
で
木
曽
教
育
会
郷
土
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
笹
村
の
「
藤
村
先
生
像
制
作
覚
書
」
は
、
平
成
二
七
年
に
福
江
、
雲
岡
が
翻

刻
し
て
い
る
。
福
江
良
純
、
雲
岡
梓
「
翻
刻
刻　

笹
村
草
家
人
「
藤
村
先
生
像
制

作
覚
書
」」、
釧
路
論
集
―
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
研
究
紀
要
―
第
四
七
号
、
北

海
道
教
育
大
学
釧
路
校
附
属
図
書
館
運
営
委
員
会
、
平
成
二
七
年
、
九
頁
―
一
四

頁
。

（
七
）
石
井
の
昭
和
二
六
年
七
月
の
日
記
に
は
、
二
〇
日
（
金
）、
二
一
日
（
土
）、
二
二
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（
日
）、二
三
日
（
月
）
に
、本
資
料
の
記
録
と
非
常
に
似
通
っ
た
記
述
が
あ
る
。
お

そ
ら
く
石
井
は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
書
き
留
め
た
制
作
記
録
を
後
日
、
日
記
の

側
に
転
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
石
井
鶴
三
日
記
』
第
三
巻
、
有
限
会
社
形
文

社
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
五
）、
二
九
八
頁
―
二
九
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
八
）
史
料
寄
贈
の
経
緯
は
、「
石
井
鶴
三
展
」
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
松
本
市
立
美
術
館
、

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）、
二
五
〇
頁
―
二
五
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

謝
辞翻

刻
に
あ
た
っ
て
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
熟
覧
お
よ
び
画
像
の
提
供
に
ご
配
慮
頂
い
た
松

本
市
立
美
術
館
学
芸
員
稲
村
純
子
氏
、
翻
刻
本
文
と
石
井
の
日
記
の
関
係
に
つ
い
て
教
示
く

だ
さ
っ
た
木
曽
教
育
会
事
務
主
任
の
寺
嶋
匡
彦
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
。


